
 
 
 
 
 

３．簡易モデルの作成－２（扇形モデルの解析） 
 
下図のモデルを作成します。実際に操作しながら読み進める構成になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜モデル概要＞ 

 
概要：扇状／２層の建物 

材料：鉄骨造 （E=2,100,000 Kg/c ㎡） 

（ポアソン比＝0.3） 

部材：Ｈ型鋼１種類のみ(H-600×300×20×30) 

   梁は床を強軸方向で受ける／柱は強軸が扇状の円中心を向いている 

階高：１層 5ｍ、２層 3ｍ 

支点：柱脚全てピン支持とする 

平面寸法  ：下図参照 

解析ケース１：全ての梁に（1ｔ／ｍ）の等分布荷重を鉛直荷重で部材荷重として与える 

解析ケース２：屋根面の全ての節点に（1ｔ）の集中荷重を水平Ｘ方向で節点荷重として与える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トレーニング テキスト
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１．STAN を起動します  STANが起動され、STAN／3Dの画面が表示された状態よりの説明となります。 
データの新規作成を開始します。まず、初期設定で単位系と材料を定義します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ワンポイント：材料特性データの定義はデータベースより数値を参照して入力する事も可能です。 
 
２．断面形状を定義します（定義断面は ＢＨ－600×300×20×30 とします） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ワンポイント：断面性能データの設定はデータベースより数値を参照して入力する事も可能です。 

① [ファイル]→[データ新規作成] をクリック。 

② [タイトル] には図中のよう
に、何か入力して下さい。単

位系はそのまま[STAN 系] を
利用します。 
次に[材料特性設定] ボタン
をクリック。 

③ 材料番号[1]、ヤング係数
[2100000] 、 ポ ア ソ ン比

[0.3]を入力して鉄鋼を定

義。入力したら[OK]をクリ

ック。上図に戻りますので、

また[OK]をクリック。 
※入力は半角数字で。 

① [データ] をクリック。 
右図が出ますので  [断面性能] 
をクリック。 

② 左下画面が出ますので断面
性能を定義します。 
断面記号→［１］を入力。

材料番号→先ほど定義した

[１]番を入力。種別→１種類
しか設けませんのでとりあ

えず[１]番を入力。形状→
[５]番はＨ型鋼です。以降の
数値はＨ型鋼寸法です。(cm)
ここまで入力したら下段の

[ＯＫ] をクリック。 
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３．グリッド機能で１構面を自動作成します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．部材を削除します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

× 

× 

× 

① 画面上で [右クリック] すると右図が出ます。 [部材削除] を選択。 

② ×マークの３部材を選択し
ます。 
完了したら [右クリック]。

③ 部材番号を確認して [削除＆終了] をクリック。 

① 画面上で [右クリック] すると左のメニューが出ます。 
メニュー最下段の [グリッド] をクリック。 

② 下図と同じ数値を入力して[ＯＫ]
をクリック。左へ 

③ グリッドでモデルが表示されたら、このボタ
ンをクリックして [節点番号] を追加選択し
て [ＯＫ] をクリック。 
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５．柱の強軸の向きを変えます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ワンポイント：表示項目には右図の種類が 
あります。作業内容により、適宜 表示項目を 
変更して見やすい状態にしておきます。 

 
 
 
 
 
 
 

① 表示項目をクリックして、表示に 
 [断面形状] を追加します。 

② この柱を [ダブルクリック] します。 
 下図が現れます。 

③ 指定方法に[２]を入力、P1 に[１]を

入力します。[２] の意味は「このＨ

型鋼の強軸を、節点番号(P1)の方向に

向ける」です。 

指定後 [修正＆終了] をクリック。 
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６．他の柱の強軸の向きも変えます（部材の属性複写機能を利用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面上で [右クリック] すると左下図が出ます [骨組部材属性複写] を選択。 

×-1

② ×マークの３部材を下図の番号順に選
択します。最初の部材が複写元になり、

２つ目以降の部材が複写先になります。

完了したら [右クリック] 。 

×-2

×-3

③ 複写する属性の中の [材軸指定方法]を

選択。これで一番初めに指定した部材の

「材軸指定方法」が、二番目以降に選択

した全ての部材に複写されます。 

 選択したら [修正＆終了] をクリック。

④３つの柱の強軸の向きが揃ったのを確

認したら、表示項目のボタンをクリッ

クして表示から [断面形状] を外して
おきます。これは以降の操作において、

図の表示を煩雑にしないための前処置

です。そのままでも問題ありません。
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７．部材を複写します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ワンポイント：回転角度は「右ねじの法則」で正負が決まります。よって始端と終端の指定順番も、角度
方向を決定する要因になります。このデータでは 1→5 の順番で指定します。 

 

×

×

① 画面上を [右クリック] で右図が出ます。[部材複写] を 
 クリック。 

③ [回転複写] のタグをクリック。 
[回転基準軸の両端点指示] をクリッ
ク。画面上で節点[１]と[５]番を選択

して [右クリック] 。 
この図に戻るので回転角度→[15]、 
複写回数→[１] を入力して 
[複写＆終了] をクリック。 

※ 範囲指定は２点をチョンチョンと指定 

します。ドラッグ（マウスボタンを 

押したままの移動）をする必要 

      はありません。 

② 複写図形を指定します。下図の様に部材を２点で囲み 
 ます。部材が赤くなったら [右クリック] します。 
 （部材の無い箇所をクリックすれば、自動的に範囲指定 
モードになります。） 
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８．部材を追加します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面上を [右クリック] 。左図が出
てきます。[部材追加]→[骨組部材]

を選択。 

参照する部材 

× 

①

②

③ 

⑤

④

⑥ 

② 追加部材の各設定を入力します。 
[参照] をクリックして画面上で 1つの部材を 
クリックします。（上図参照） 
指定が終わったら [右クリック] でこの画面に戻りま
す。各設定が参照した部材と同じになっています。 
次に [２節点指示＆追加] をクリック。上図の 
矢印の順番に従い６つ部材を追加します。 
全部の指定が終わったら [右クリック] で左図に戻っ
て [追加＆終了] をクリックで追加完了です。 
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９．部材をコピーします（１層を完成させます） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面上を [右クリック] で右図が出ます。[部材複写]  
 をクリック。 

× 

×

② 複写図形を指定します。下図の様に部材を２点で囲み 
 ます。部材が赤くなったら [右クリック] 。 
 （部材の無い箇所をクリックすれば自動的に範囲指定 
モードになります。） 

③ [回転複写] のタグをクリック。 
[回転基準軸の両端点指示]をクリッ

ク。画面上で節点[１]と[５]番を選択

して [右クリック] 。この図に戻るの
で、回転角度→ [15] 、 
複写回数→ [５] を入力して 
[複写＆終了] をクリック。 
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１０．１層分を上方に複写します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ワンポイント：上記の複写手順で複写を行っても 2階のフロア部分の部材は重複配置されません。 
 STAN／3Dの複写機能は、既存の節点及び部材と重なる複写は行わないようになっています。 
 

① 画面上を [右クリック] で右図が出ます。 [部材複写] 
 をクリック。 

× 

× 

② 複写図形を指定します。下図の様に部材を２点で囲みます。
部材が赤くなったら [右クリック] します。

③ [数値位置] のタグをクリック。 
Ｚ方向移動量→ [５] 、 
複写回数→ [１] を入力して 
[複写＆終了] をクリック。 
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１１．見る角度を変えます（真横からの図にします） 

 
以上で形状の作成は終了です。階高を調整する作業の前に、見る角度を調整します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここを調整して下図のように 
真横から見た角度にします。 
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１２．２層の階高を３ｍに変更します 

 
  ５ｍの階高で作成した１層を上階に複写しているので、２階の階高も５ｍです。最上部分を２ｍ下げて、

2階の階高を３ｍにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

× 

×

② 上図のように節点を２点で囲みます。 節点が赤くなったら
[右クリック] 。 

③ [平行移動] のタグをクリック。 
Ｚ方向移動量に [-２] を入力し 
[移動＆終了] をクリック。 

① 画面上を [右クリック]。左図が出てきま
す。[節点移動]→[複数節点] を選択。 
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１３．柱脚の節点にピン支持の指定をまとめて行います 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

× 

×

①  表示項目をクリックして表示の 
[節点番号] を外します。 

② 画面上を [右クリック] すると右図
が出ます。 
[まとめて修正]→[支点条件] を選
択。 

③ 下図のように節点を２点で囲みます。 節点が赤くなったら
[右クリック] 。 

④ [ピン] のボタンをクリック。 
[修正実行]→[終了] の順でクリック。
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１４．荷重ケース１の荷重（等分布部材荷重）設定をまとめて行います 

 
  STAN／3Dを起動すると、初期状態は「荷重定義１」 
  になっています。このまま荷重を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  表示項目をクリックして表示に 
[部材荷重]と[節点荷重]を追加しま

す。 

× 

×

③ 下図のように部材を２点で囲みます。範囲指定は連続して行
えます。部材が赤くなったら [右クリック] 。 

× 

×

④ 部材荷重データを入力します。（上図参照） 
タイプには [０] を入力します。（荷重タイプ０は、部材への等分布荷重を意味します。） 
方向には [６] を入力します。（方向６は、基準座標系での－Ｚ方向を意味します。） 
単位荷重には [１] を入力します。（単位面積あたりの荷重密度です。この場合 １ｔ／㎡ です。） 
Ｐ１には [１] を入力します。（上記の単位荷重で支配幅が１ｍという意味です。） 
以上を入力したら右下の [修正＆終了] をクリック。

② 画面上を [右クリック] すると
右図が出てきます。 
[まとめて修正]→[部材荷重] を

選択。 
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１５．荷重定義１の荷重（等分布部材荷重）の確認を行います 

 
 
  荷重図が表示されていますので、見る角度をいろいろと変えて荷重状態を確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の荷重定義番号を表示して

います。 
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１６．荷重定義２を追加します 

 
  節点荷重を設定する前に、荷重定義２の器を作成しておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [境界・荷重]→[荷重定義]
→[追加] をクリック。下図

が出ます。 

② 荷重定義２の編集画面です。コメントは初期設定として「荷重定義２」が入力さ
れています。（編集可能です。） 
今回はそのまま [ＯＫ] をクリックします。すると荷重定義２が設定され、現在の
入力画面が自動的に荷重定義２になります。（荷重定義１に戻したい時は再び プル
ダウン・メニュー から [荷重定義]→[荷重定義１] をクリックすれば戻ります。）

現在の荷重定義が 
荷重定義２に変更されて

います。 
表示されていた部材荷重

は、荷重定義１の荷重な

ので表示が消えます。 

節点荷重の入力を行いやすいように、今のうちに水平から見た状態に調整しておきます。 



                     15

１７．荷重定義２の荷重（節点への集中荷重）設定をまとめて行います 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面上を [右クリック] で左図が 
出てきますので [まとめて修正]→ 
[節点荷重] を選択。 

× 

×

② 上図のように節点を２点で囲みます。 節点が赤くなったら
[右クリック] 。 

③ [荷重方向] のＸをクリック。荷重値に[１]を入力し 
[修正実行] をクリック。その後 [終了] をクリック。 
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１８．荷重定義２の荷重（節点への集中荷重）の確認を行います 

 
 
  荷重図が表示されていますので、見る角度をいろいろと変えて荷重状態を確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以降の作業に備えて、表示項目をさっぱりさせて

おきます。 
表示項目をクリックして選択項目に 
[支点記号] と [全体座標系] を残し、他は外し
てください。（右図を参照） 
設定したら [ＯＫ] をクリック。 
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１９．レンダリングを行います 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 見る角度の調整やズームを行って表示の具合を確認してください。 
   確認が終了したら表示を「線材表示」に戻してください。（この操作は応力図等を表示した時、煩雑に

ならないようにするための前処理です。） 
 

 ① [表示] をクリックし [レンダリング] を選択。 
下図が表示されます。一番下の [レンダリング] をチェックして
[ＯＫ] をクリック。 
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２０．解析ケースを設定します 

 
 
設定した [荷重定義] は、そのままでは解析対象になりません。解析を行うには、解析ケースへの設定が
必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [データ]→[解析ケースデータ] 
 をクリック。 

② 荷重定義 をそのままの倍率で解析ケースに設定します。 
 
解析ケース番号→１、２ 
解析ケース名→何か適当に名称を付けてください。 
境界条件番号→１（今回 複数の境界条件を設定していません。） 
浮き上り→設定しません。 
１A→１、２（解析したい荷重定義番号） 
１B→１（倍率） 
入力が完了したら右下の [ＯＫ] ボタンをクリック。 
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２１．ファイルを保存します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上で「モデルの作成」は終了です。次に「解析の実行」に移ります。上記の保存が完了したら STANを

終了しないで次のページに移ってください。 
 

① [ファイル]→[入力ファイルに名前を付けて保存]をクリック。
下図画面が出ます。 

② 何かファイル名を入力し [保存] をクリッ
ク。 
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２２．解析を実行します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 解析の進行を示す「白い画面」が表示されますが、一瞬で閉じてしまいます。（大きなモデルでしたら確認

ができると思います。）すると再び上図の画面に戻りますので [終了] をクリックしてください。以上で解析
の実行は終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 解析が終了していれば結果表示モード
に移れます。 
 [結果表示] のボタンをクリックして 
結果表示モードに移ります。 

① [解析・他]→[解析実行] をクリック。 
下図画面が出ます。（ファイル保存をしていな

い場合は反応しません。） 

② 出力内容は解析の状況により設
定を行います。 
今回は出力内容は何も設定しない

で、[計算実行] をクリック。 
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２３．変形図を表示させます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面の表示は 
[解析ケース１] を選
択します。 

② [結果表示]→[応力表示基本設定] をクリック。
下図が表示されます。 

③ [変位] のタグをクリック
します。 [表示応力] で 
[Ｄ] を選択し、他は右図と
同じ設定で [ＯＫ] をクリ
ックすれば下画面のような

変形図になります。 

③ 適切な表示設定がされていれば [結果表示]→[変位] と選択するだけ
で表示のオン・オフが可能です。（他の応力も同じ） 
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２４．モーメント表示のためにフレームを１面だけ取り出します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[切取りズーム]→[全体 X-Y 平面選択] 

をクリックし、下図のように１フレームのみ

を２点で囲みます。 

×
× 
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２５．モーメント図を表示させます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② [結果表示]→[曲げモーメント] をクリック。モー
メントの表示状態は [結果表示]→[応力表示基本
設定] をクリックした画面内で調整してください。

① 画面の表示は [解析ケース２] を選択しています。 
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２６．結果リストの表示をします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 スクロール・バー で表示位置を変えて各項目を確認してください。[終了] をクリックすれば上図の 解析
結果出力コントロール画面 に戻ります。ここでも [終了] をクリックして下さい。以上で結果リストの表示
は終了です。 
 

② 出力項目は解析の状況により設
定を行います。今回は [全て出力] 
のままで [ＯＫ] をクリックして
ください。 

① [結果表示]→[解析結果リスト出力]をクリッ
ク。このコマンドは [結果表示モード] でなけ
れば選択できません。 
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２７．ＳＴＡＮ／３Ｄを終了します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保存確認の画面が現れた場合、[はい(Y)] をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
以上で全て終了です。 
 
 
 
操作に関してのトレーニングは以上で終了になります。基本的な内容に関しては、STAN／3Dのヘルプ内

４章「４．ご利用における一般事項」をお読みください。特に重要な座標系についての記載があります。 
 

[ファイル]→[STAN／3D 終了] をクリックすれば終了します。 


